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浅間山の噴火

1973年2月1目午後7時20分法閻山カミ11年3ヵ月ぶりに噴火した.

その後も活動を続け2月20目にも中爆発を起こした.迫力のある噴

火の状況をカメラでキャッチしようと再度軽井沢を訪れたがそのチャン

スに恵まれなかった.この写真は2月21目撮影したもので火口から

東方皇kmの国道上から見た浅間山で小浅間を前衛に白と黒のバタｰ

ンで浅間のプロフィルを表現して見た.噴煙を上げているのは釜山

で朝目にまぶしい雪の上に降灰を見ることカ童できる､

1目の爆発後発生した火砕流の跡は共の後の積雪のためかくされてし

まっている.道路わきの雪の断面を見ると新雪前の火山灰カミ鍵層の

ように黒い一本の線として追うことが出来る.噴煙は西風にあをられ

て東麓に降りてきているが20目の爆発後に硫黄臭カ茎して霧雨にまじ

って降った火山灰が自動車の屋根やフロントガラスにへぱりついて
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